




通信　「所長のつぶやき」


第９回　蜜柑農家の年末

（1) 蜜柑畑で
　  以前にも書きましたが、私の実家は蜜柑を中心とした農業を営んでいました。名古屋から南に名鉄特急で45分ぐらいの所（約50km）です。知多半島の中程より少し先に行った所で、三河湾に
面しています。畑は主に東向きの斜面にありました。ですから、潮風と太陽がよく当たり、甘酸っぱい蜜柑が取れました。
蜜柑の収穫時期は、10月の終わり頃からになります。早生蜜柑のピークが１１月、奥蜜柑のピー クが１２月です。家族だけでは収穫できず、近所の方にバイトで手伝いに来てもらっていました。私も視力がいくらかある頃は、日曜日に手伝っていました。蜜柑が色づき、山全体がオレンジ色になっている風景は壮観でした。中学生の頃だったと思いますが、左人差し指の先、ちょうど点字を読む所を蜜柑の収穫中にはさみで切ってしまいました。その後、皮膚が厚くなり、点字が読みにくくなってしまいました。「写し書き」をする程度の速さでは問題がないのですが、左の人差し指では速く読むことができなくなってしまいました。
小学生の頃には観光農園も行なっており、蜜柑狩りの団体客にも来てもらっていました。名古屋盲　　
学校の遠足で私の家の畑に蜜柑狩りに来てもらったことがあります。ところが、一般の方を畑に入れ 
ると蜜柑の木を傷めてしまうようなことをする方もいるため、数年で観光農園は止めてしまいました。
昼はお弁当を持って畑に行きました。お弁当と言っても弁当箱にぎっしりと詰まった白ご飯と缶詰です。それでも畑で食べる昼ご飯はとてもおいしく感じました。また、枯れ葉や木の枝などを集めてきて焼き芋をしたのも楽しい思い出です。
奥蜜柑の出荷は２月頃まで続きます。年末までに収穫した蜜柑を重ならないように平らに並べてその平たい箱を倉庫に入れて貯蔵します。日中に収穫した蜜柑を、夜になったら平たい箱に入れる作業をするのですが、父親たちは、蜜柑の大きさを揃えたり、切り口が他の蜜柑を傷つけることがないかを確認し、並べるのは主に子どもたちの作業でした。

（２) 父親の背中
私が高校生の頃だったと思いますが、こんなこともありました。
　 大晦日の午後に父親が「畑に行くぞ」といいます。私は特にすることがなかったので、耕耘機の荷台にのってついて行きました。作業は蜜柑の木にコモをぐるっとかぶせて端を縄で縛るというものでした。蜜柑の木が霜に当たって傷むのを防ぐ作業です。父親は日頃からあまり話をしない人でした。朝だろうが夕方だろうが、気になったら畑に行って作業をしていました。父親と二人で作業をすることで、私たちが学校に行ったり、生活したりすることを支えてくれているのだなとしみじみと感じました。父親を尊敬する気持ちが強く湧いてきました。
　「子どもは親の背中を見て育つ」と言われますが、その一場面を感じた出来事でした。
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